
「ＴＯＨＯＫＵものづくりコリドー」重点産業分野融合領域における基盤技術高度化モデル調査報告書 【要 約】

５．その他
国・県の
既存施の
有効活用

１．情報共有化・発信の促進

横連携の促進

融合領域基盤技術マップの作成等
県内の「基盤技術企業」等に関する「コアコンピタ
ンス」を含む技術情報マップ、企業情報マップを作
成、積極的に情報公開・発信

幅広い啓発普及活動の展開

半導体等
製造装置
技術分野

展開方向

� ドライブアシスト（安全運転支援）
等の事故防止システム

� 高速大容量の移動体通信／車内
LAN／情報通信端末

� 高機能プリント基板

� 高精度計測・検査装置向け精密部
品・ユニット 他展開方向

� 在宅医療システム（容体変

基盤技術
「組込みソフトウェア」
「電子部品・デバイス実装」
「切削加工」
「金型」
「位置決め」

基盤技術
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I．重点３分野及び融合領域に係る技術分野・製品分野の動向 II．重点３分野及び融合領域に係る地域企業等の
実態と課題

IV．基盤技術高度化に資する新たな支援方策等の提言

福島県内の重点３分野に関連する企
業のうち、約30％では製造だけでなく開
発や設計も業務としている。中核的な
技術としては、金属材料加工技術やＦＡ
メカトロ技術を持つ企業が多い。

図Ⅱ－１ 業務内容

図Ⅱ－２ 保有する基盤技術の利用分野組み合わせ

「開発・設計・製造」では融
合領域で利用されている技

３．技術開発・事業化の促進

２．連携契機・機会の創出

幅広い啓発普及活動の展開
人的交流を補完する情報ツールの活用
促進

「イブニングサロン（仮称）」の設置
県内全域、圏域毎に、意欲や可能性のある基盤
技術等の中堅・中小企業の経営者・技術者の交流・
連携の場を開催

企業見学会・展示会・マッチング会等の開催
マッチングコーディネート活動の充実・強化
基盤技術中小企業の間、川下企業・川中企業との
間の「顔」の見える人的ネットワークの構築促進や
マッチング等の活動の充実・強化

「スーパーバイザー会議（仮称）」の設置
融合領域に向けた企業間連携をリードする「コア
グ プ と 連携 デ 創出 事業化 た

ふくしま産
業応援ファ
ンド

ふくしま農
商工連携
ファンド（仮
称）

新事業活
動促進支
援補助金
新連携支
援事業（事
業化・市場
化支援事
業）

戦略的基
盤技術高
度化支援
事業 等

技術分野

医歯工

連携・健康
福祉分野

自動車関
連部材等
分野

化時の救急救命等）

� 生体（生活）活動モニタシス
テム／地域見守りシステム

� 遠隔医療システム
� 半導体製造装置用ロボット
アーム・同ユニット（セン
サ､アクチュエータ等）

� 高精度計測・検査装置向
け精密部品・ユニット 他

展開方向
� 半導体製造装置用ロボットアーム・同ユニット（セン
サ､アクチュエータ等）

� 高精度計測・検査装置向け精密部品・ユニット
� 生体機能モニタシステム等による事故防止システ
ム

� 救急救命用車両、福祉車両関連の車載装備品（遠
隔医療、滅菌処理等対応）他

融合領域

「切削加工」
「プラスチック成形加工」
「金属プレス加工」
「金型」
「熱処理」「めっき」
「鍛造」「鋳造」
「動力伝達」
「部材の結合」「位置決め」
「組込みソフトウェア」
「電子部品・デバイス実装」

基盤技術
「切削加工」
「プラスチック成形加工」
「金型」
「組込みソフトウェア」
「電子部品・デバイス実装」

合領域 利用さ 技
術を保有する企業が約半数
で、うち「半導体・自動車・医
歯工」の３分野で利用されて
いるのが約30％と多い。

「製造のみ」では、単独分
野のみでの利用されている
技術を保有する企業が過半
数で、うち「自動車保有」が
約44％と多い。

図Ⅱ－３ 新規顧客開拓で力をつけたい能力（複数回答） 図Ⅱ－４ 今後の展開における技術の活用分野（複数回答）

今後の新規顧客開拓で力をつけたい能力は、「技術開発」や「部品加工」が多いが、「開発・設計・
製造」では、各種設計開発を身につけたいと「製造のみ」よりも考えている。

今後の技術活用分野は、「自動車関連分野」で使われる製品・製造品を持つ企業では、重点３分野
のうち「自動車関連部材等分野」での技術活用を考える傾向が強く、「半導体関連分野」や「医歯工連
繋関連分野」で使われる製品・製造品を持つ企業は他の分野への展開も考える傾向が見られる。
技術分野でのパートナーには、共同開発相手や高度な基盤技術を持つ外注先として期待が多い。
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４．人材育成の推進

川下連携の促進

グループ」として、連携モデルの創出、事業化のた
めの諸活動を主体的に推進する。

「試作開発トライアル・チャレンジ事業(仮称)」
の実施
「場」としての大学等の知的資源の活用促進

福島県産業人材育成・確保指針」に沿った産業人材育成
技術経営マネジメント、新製品企画・応用開発能力、マーケッティング能
力を持つ産業人材育成機会の提供、教育研修カリキュラム・プログラム
の開発、高度技術者等の採用・確保等を強化

緊急車両等搭載装備
品に必要な技術開発
寒冷地仕様の機器
感染対策の充実

＜運用主体＞

組

立

部
品
加
工

技
術
開
発
・設
計

ニ
ー
ズ
発
掘
・

コ
ン
セ
プ
ト
開
発

＜医療用機器製造＞

組

立

部
品
加
工

技
術
開
発
・設
計

ニ
ー
ズ
発
掘
・

コ
ン
セ
プ
ト
開
発

＜基盤技術（表面処理）企業＞
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運用から生まれる
福島仕様の機器への

ニーズを提供

温度が低くても○○性

能が落ちない表面処
理技術で連携に参加

大学・基盤技術企業との共

同研究で寒冷地仕様の装
備品開発のコア企業

医療機関
消防・救急
災害対応
機関

Ａ社

Ｂ社

�福島県の地形・気候等に対
応した装備品の開発（ス
キー・スノーボード等冬期レ
ジャーの事故に必要な装備

品で気温による性能低下
が少ないものを開発、夏期

の山岳事故等に対応した
装備品の開発等）

キ ビ 内の消毒確認のた

《導》 《車》 《医》

複数分野が融合した製品（市場）に使われることを想定した技術開発（融合分野市場）
《緊急時で利用される医療機材装備品に使われる技術開発》

終わりに
■融合領域の試作開発に向けた企業間連携への主体的・自立的取り組み

� 県内企業は、従来の特定系列・下請構造から、異なる分野・技術の連携を図り、基盤技術
の特定系列・下請型や受託型量産加工・組立等の企業経営から、川下企業市場ニーズに
応じた設計・試作・技術開発に取り組むことで、提案型・企画型企業経営を展開することが

III．融合領域における連携のモデル
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技術の高度化にともない、単一の製品
分野から融合領域へ、さらに社会システ
ムとしてそのシステムやプラットフォーム
の一部として機能する製品分野へと変化
するイノベーションの流れにあわせて、中
小企業は技術の高度化、高付加価値化
によって、大手企業から下位のシステム、
モジュールの製造をまかせられるように
なることが重要。

どの分野にも売り込める得意技術と、モ
ジュール製造等に対応する多くの技術要
素への対応が必要であり、単独で難しけ
れば連携して対応する。

連携のベースとなる地域の企業間ネット
ワーク構築のため、技術開発プロジェクト
等を実施。連携を通じて、技術的な蓄積だ
けでなく、効果的な企業間連携のあり方を
実践の中で学び取ろうという企業の姿勢

図Ⅲ－１ 将来のシステム
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Ｃ社

ひとつの方向として重要。

� 特定の領域・事業を越えて、基盤技術の相互の連携によるモジュール、サブシステム等を
対象とした融合領域・事業への事業展開に向けて、経営者の意識改革や新たな取り組み
の重要性を認識し、県内産業界として共有化を図り、異なる基盤技術・事業を有する企業
間での補完や充実・強化のため、相互の信頼関係を構築し、主体的・自立的な「横」連携
に取り組むことを期待。

■大手川下企業における情報公開等の協力への期待
� 融合領域の川下企業には、今後の技術・製品開発動向や、求める技術・解決課題等の情
報公開・提供について可能な範囲で努めることを期待。

� 県内川上企業の基盤技術の高度化等が、川下企業にとっても直接・間接の多様なメリット
があることを踏まえ、川下企業から、優れた地域の川上基盤技術企業や連携体に対し
て、「練習問題」等といったかたちの試作・開発発注の機会・チャンスの提供が望まれる。

■東北地域全域における融合領域への取り組みの推進
� 今後は、東北地域全体において、重点３分野の融合領域について、分野横断的な共通の
プラットフォーム（事業推進の共通主体）の構築をはじめ、地域を越えた企業間や産学間、
さらに産業支援人材間の広域的な連携・ネットワーク化を促進するため、共通の事業環境
の整備について、広域的な取り組みの展開を期待。

が、有効なネットワーク構築には重要。

連携テーマの例
以下にあげた例は、重点３
分野における技術分野・製
品分野の動向をもとに、福
島県内企業による連携体
（福島県内に関連技術を持
つ企業がいる分野）をイメー
ジし、福島県の特色を生か
すことが想定できるテーマ
（調査から想定したものであ
り、実際に取り組む連携テー
マは、連携する企業等が主
体的に検討するもの）。

医療用以外での用途
開発
・農業分野への展開
・福祉分野への展開

＜シーズ（医工連携分野）保有者＞
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ハプティック技術や各種ロ
ボットの研究実績に基づく全
体システム開発

農業の自動化・省力化に向けて果物
をつかむロボットハンドの開発・設計

アクチュエータの開発

大学

Ａ社

Ｂ社

�都市エリア事業における次世
代ロボットハンドアームの開
発成果を医療用以外の分野に
応用

�ハプティック技術を使って果物を
つかんで搬送ラインにのせるよ
うな自動化・省力化システムを
開発

�高齢者介護等の福祉現場で
の実用化導入を目標とした生
活支援ロボットを共同開発

《導》 《医》

複数分野の技術を融合して別市場への展開にむけた技術開発（技術分野融合）の例
《ハプティック技術・マイクロアクチュエータの応用による農業分野や福祉分野への展開》
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高精度機械加工によりロボット各部
の精密部品ユニットを製作

＜基盤技術（精密加工）企業＞

Ｄ社

ＬＯＨＡＳな環境制御
型植物生産技術の開
発

＜半導体製造装置製造企業＞
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クリーンルーム技術を
応用した生産環境構

低電力なＬＥＤ照明装置
の開発

自然エネルギーの活用、

省エネルギー、安定した
電源システムの開発

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

�環境制御型植物生産技術

� ＬＯＨＡＳ関連の技術を応用
して、省エネルギー対策を
盛り込む

�内部の各種装置は低電力
でも安定動作が可能にする

《導》 《車》

複数分野の技術を融合して別市場での展開を想定した技術開発（技術分野融合）
《ＬＯＨＡＳ技術の応用による自然エネルギー・省エネルギー植物生産技術の開発》

＜基盤技術（各種自動化装置）＞

組

立

部
品
加
工

技
術
開
発
・設
計

ニ
ー
ズ
発
掘
・

コ
ン
セ
プ
ト
開
発

低電力安定動作の技
術

Ｄ社

組

立

部
品
加
工

技
術
開
発
・
設
計

ニ
ー
ズ
発
掘
・

コ
ン
セ
プ
ト
開
発

Ｅ社

＜測定装置＞

環境制御に必要な数
値の測定

省エネ効果の測定

高密度プリント実装技
術の開発
・高密度化

・部分加工にレーザー
を利用

＜シーズ保有者＞

組

立

部
品
加
工

技
術
開
発
・設
計

ニ
ー
ズ
発
掘
・

コ
ン
セ
プ
ト
開
発

＜システム開発＞

組

立

部
品
加
工

技
術
開
発
・設
計

ニ
ー
ズ
発
掘
・

コ
ン
セ
プ
ト
開
発

＜基盤技術（レーザー加工技術）企業＞

組

立

部
品
加
工

技
術
開
発
・設
計

ニ
ー
ズ
発
掘
・

コ
ン
セ
プ
ト
開
発

小型プリントボードの
実装技術

レーザー加工技術で
部分修正に対応

基本システムの開発

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

�携帯電話等の部品に利用
�小型医療用機器にも展開
可能性あり

�自動車搭載小型電装部品
にも展開可能性あり

�高密度化とともに、違う温
度での加工・集成が必要
で、そのためにレーザー加

工技術を導入することが有
効

《導》 《車》 《医》

３分野に共通して活用されることを想定した技術開発（３分野共通技術）
《高密度プリント実装技術の開発》

＜基盤技術（組み込みソフトウェア）企業＞

組

立

部
品
加
工

技
術
開
発
・設
計

ニ
ー
ズ
発
掘
・

コ
ン
セ
プ
ト
開
発

ソフトウェアの開発
Ｄ社


